
行政事例№(２)－６

【失敗事例】

申請書に必要な記載事項及び添付書類の不備等について

＜記載が必要である労働条件の記載がない申請書の受理等＞

平成１８(２００６)年６月

総合政策部　行財政改革推進課　　市民生活部　地域振興課
福祉推進部　障がい福祉課　　　　都市建設部　道路課
生涯学習部　スポーツ振興課

発生までの
経過

➀平成１８(２００６)年第２回定例会(６月)において、「指定管理者
選定委員会の会議録音テープの保存期間について、各選定委員会でば
らつきがあること、１０施設の指定管理者への申請２３団体のうち、
２２団体が必須記載事項である労働条件の記載がないこと、選定委員
会の会議録にプレゼンテーションの内容等が記載されていない部分が
あること」等の指摘を受けた。【資料(２)－６－１】
②平成２０(２００８)年第４回定例会(１２月)において、「市民文化
会館ルミエールホール・市民交流会館中塚荘の指定管理者選考のため
の提出書類である給与規程について、特定非営利活動団体は独特な勤
務体系により明文化されたものがないので、口頭説明のみで選考が進
められたこと、駐輪場・テニスコート・運動広場では、給与規程につ
いて、手当が何ヶ月分などの記載のみで、時給・月給・基本給等の具
体的な記載のない書類で提出を認めていたことについて、市の注意不
足ではないか」等の指摘を受けた。
③「各選定委員会議事録に、書面審査にかけた時間や２次審査でのプ
レゼンテーションの内容等の記載がないことについても、公平な審査
になっているか不明である」等の指摘を受けた。
【資料(２)－６－２】

当時の対応

①録音テープについて、各選定委員会の保存期間を統一することとし
た。
②指定管理者申請団体に適切な給与規程の作成を指導し、提出を求め
た。
③各選定議事録に書類審査にかけた時間やプレゼンテーションの内容
等を追加した。

➀就業規則や給与規程等の提出理由の認識が不十分であった。
②選定委員会の議事の進め方等の市内部での調整が不十分であった。

➀平成２０(２００８)年４月１０日付けの「市の各種業務を指定管理
者制度、民間委託等により実施するに際しての就業規則及び給与規程
等の提出要請等について(通知)」に基づき、適正な業者選定に努める
よう徹底する。【資料(２)－６－３】
②選定委員会の議事録の作成方法や議事の進め方等を市内部で統一す
る。

【資料(２)－６－１】…平成１８(２００６)年第２回定例会(６月)議事録(抜粋)

【資料(２)－６－２】…平成２０(２００８)年第４回定例会(１２月)議事録(抜粋)

【資料(２)－６－３】…市の各種業務を指定管理者制度、民間委託等により実施す
るに際しての就業規則及び給与規程等の提出要請等について(通知)

発生原因

再発防止対策

事例発生時期

事例項目

担当課

事
例
概
要

添付書類


